


〔学校部門〕                                                             ［概要版報告書］ 
助成番号 助成事業名 学校名 

2020-7211-026 川となかよし自然・環境探検隊 高知大学教育学部附属小学校 

校長名 土井原 崇浩 担当教諭名 博田れな・石原将司 
竹内美佐恵・若瀨奈緒 

過去の助成実績  なし  あり〔助成番号：      助成事業名：           〕 

キーワード  

対象児童生徒 高校生（ 年   名） 中学生（ 年  名） 小学生（ ４年 １０９名） 
                        

対象河川名 江ノ口川 活動場所の指定状況 
なし 子どもの水辺 水辺の楽校 

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ 
テーマ  ：川となかよし自然・環境探検隊 
ねらい  ：自然に親しみながら、環境を守り、自然と共存するために自分ができることは何かを考え、行動できる

ようにする。 
評価の観点： 江ノ口川の実態を調査することを通して、課題を見出し、協同的・探究的に解決している。 
活動時期 ： ６月、７月、９月、１０月、１１月、１２月、１月、２月、３月 

 

活動形態 総合的な 
学習の時間 

各教科学習 
（ 社会  ） 

各教科学習 
（   ） 学校行事 その他 

（    ） 合計 

上記の 
活動時間数 ６０時間 ６時間 時間 時間 時間 時間 

支援者等（複数記入可） 
保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 

支援概要 

〇高知大学の蒲生先生を講師としておいでいただき、ろ過についての学習や実験を実施した。 

〇高知大学の中城先生を講師としておいでいただき、顕微鏡の使い方や微生物についての学習や

観察を実施した。 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 ・模造紙・画用紙（まとめたもの） 

・パワーポイント（動画作成） 対外発表（      関係者      ） 

安全対策に関する課題 

・潮位により水位が高くなり、江ノ口川に入ることができないことがあったので、潮位と川の状態を確認する。 

・今回行った仁淀川の水質調査の場所は、足場が不安定だったため、水質調査に適した場所があれば再検討したい。 

・新型コロナウイルスのこともあり、広いスペースが取れず難しかった。 

活動の成果と今後の課題・展開 

●今回の活動で、学校の近くを流れる江ノ口川の水質に焦点を当て、生き物や自分たちが住みやすい川にしたいとい

う思いを持つことができた。時には、仁淀川の水質と比較する活動を通して、課題意識が高まるとともに、よりよ

い問題解決の方法を見出す活動につながった。４年生一人ひとりがしっかりと意識を高め、自分たちの身近な問題

として取り組み、他学年や保護者の方に向けて、家庭排水を流さないようにしたり、ごみを捨てないようにしたり

することを呼びかけることができた。しかし、新型コロナウイルスのこともあり、行動することに課題が残った。 

〇今後の展開 

 今年度は、学習のまとめを様々な方法で発信する場を設けることができた。次年度は、学習を通して、子どもたち

の意識をより高め、子どもたちの行動化できることをねらっていきたい。 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

 部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

水質調査系 パックテスト    ９～１１月 

生物調査系 生き物と環境 ９～２ 月 

※データベースに登録する活動分野は、本冊子P.４６の活動分野一覧表から代表的なものを２つ記入して下さい。 



 
様式 １０ 

スタートアップ活動報告書 
1.助成事業 川となかよし自然・環境探検隊 

学校名 高知大学教育学部附属小学校 助成番号 2020-7211-026 
2.実施した教科・領域 総合的な学習の時間 
3.実施日時 令和２年６月24日～令和３年３月 
4.単元目標 自然に親しみながら、環境を守り、自然と共存するために自分ができることは何か

を考え、行動できるようにする。 
5.学年 人数 第４学年 109名 
6.実施場所 学校・仁淀川流域・江ノ口川・いの町紙の博物館・八田ぜき 

活動指導報告実施内容  第４学年  総合的な学習の時間科 

「川となかよし自然・環境探検隊」  全６０時 

第
１
次 

学習活動：江ノ口川の実態を探ろう                   １８時間 
〔単元のゴール〕 
・学習したことをまとめ、動画にする。附属小学校のＨＰにアップする。 
・自分たちの学習成果を他学年（３年、５年、６年）に発表することで、環境保全を呼びかける。 
 
♦江ノ口川の新聞記事から、身近にある江ノ口川の現状に気づかせ、興味を持たせた。 
〇実際に江ノ口川にも行き、どんな状況か自分たちで確認した。 
♦江ノ口川はきれいな川なのかを調べるために、水質調査をした。 
〇江ノ口川の水を汲み、子どもたちが調べた水質調査の方法の中で、興味を持った方法で各クラス調査を進

めた。 
〔調査方法〕 
① ろ過装置 ②水生生物 ③透視度計 ④におい ⑤リトマス紙 ⑥パックテスト 
〔Ａ組〕 
・水生生物：江ノ口川で採取した生物の名前や特徴を、図鑑やパソコンなどを活用して調べた。 
      きれいな川か汚い川かの判断を住んでいる生き物によって行った。 
〔Ｂ組〕 
・透視度計：各班で作った透視度計を活用し、水道水と江ノ口川の水の透明度を比較した。水道水と比べる

と汚いことがわかった。 
・リトマス紙：水道水と江ノ口川の水が同じアルカリ性と分かり、アルカリ性の中にも強さがあるのではと

考えた。 
・パックテスト：江ノ口川の様々な場所の水を調べ、汚れている原因や汚れている場所を調べた。 
〔Ｃ組〕 
・ろ過装置：江ノ口川は本当にきたないのかどうか調べるためには、よごれを取ってみると分かると考え

た。自分たちでろ過装置を作り、ろ過を行った。 
      出前授業を行い、本物のろ過装置でろ過も行った。 
♦ 各クラスで調べたことを共有するために、中間発表会を行った。 
・各クラス調べたことやわかったことを発表した。 
→調査方法や成果に違いがあるため、模造紙や画用紙にまとめ、発表し合った。 

 
 
 
 
 
 
 



 

第
２
次 

学習活動：江ノ口川と仁淀川の水質を比べよう               １２時間 川の活動 
     江ノ口川の課題を考えよう                    ７時間 
♦11月17日。仁淀川に行き、水質調査を行った。 
〇仁淀川に行き、水と水辺の生き物を採取し、きれいな川かどうか調査した。 
〔調査方法〕 
① ろ過装置 ②水生生物 ③透視度計 ④におい ⑤リトマス紙 ⑥パックテスト 
→江ノ口川と同様の方法で調査を行った。 
〔調査結果〕 
・仁淀川には、きれいな川に住む生き物がいる。（カワゲラ、ヘビトンボ、トビケラ類等） 
・においもなく、江ノ口川より透明度が高い。 
♦各クラスこれから自分たちがしたいこと・自分たちが江ノ口川のためにできることを考えた。 
・仁淀川のように、江ノ口川をきれいにしたい、これ以上汚くならないようにしたいと江ノ口川をきれいに

したいといった思いから、自分たちにできることを考えた。 
・パワーポイントにしてＨＰで公開することで、地域の人や保護者、他学年に伝える。 
・前年度河川活動に取り組んだ５年生に、自分たちの成果を伝える。 
・川をきれいにする微生物を増やすことができないか、調べてみる。 
・ 

第
３
次 

学習活動：江ノ口川の環境を守ろう                    ２３時間 
♦江ノ口川の現状や自分たちの活動内容を地域の人やおうちの人に知ってもらうために、動画にして伝え

る。 
・下級生から保護者の方まで、自分たちの思いが伝わるように、パワーポイントを作成した。 
♦川をきれいにしてくれる微生物を採取し、育てられないか検討する。 
・学校にあるコケを集め、顕微鏡を使って、微生物が住んでいるのか探した。 
♦３年生に活動や成果を発表する。 
 

注）川で学習を行う場合は、時数の横に「川の活動」と記述する。 
  
 



様式13 

〔学校部門〕 共通 ［活動写真］

助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名

2020-7211-026 川となかよし自然・環境探検隊 高知大学教育学部附属小学校・土井原崇浩

フィールド：高知大学教育学部附属小学校・江ノ口川

日 付 ：令和２年６月２４日

 
 

フィールド：高知大学教育学部附属小学校

日 付 ：令和２年７月１日

 
 
 

フィールド：高知大学教育学部附属小学校

日 付 ：令和２年７月８日（４Ｃ）

 

 
 
 

江ノ口川で魚が大量死していることを新聞記事で知り、

原因を調べたいといった子どもたちの思いから、江の口川

の水質調査を始めました。まずは、江ノ口川の実態を知る

ために、江ノ口川に調査に行きました。

ろ紙についた汚れを見れば、どれだけ江ノ口川が汚れてい

るのか分かると考え、自分たちでろ過装置作りをしました。

ろ過についての知識は本や聞いたことがあるといった程度

のものでしたが、自分たちの記憶を頼りに、自己流の様々な

装置ができました。江ノ口川の水を自分たちのろ過装置でろ

過してみると、江ノ口川の水は汚いということが分かりまし

た。

江の口川の水質調査に行き、川の現状を知りました。場

所によっては透き通っていたところもあり、その川の水が

きれいなのか、調べようとしました。水質調査の方法につ

いてインターネットや本で調べました。



フィールド：高知大学教育学部附属小学校

日 付 ：令和２年７月８日・７月２９日（４Ｂ）

フィールド：高知大学教育学部附属小学校

日 付 ：令和２年７月１４日・７月３１日（４Ｃ）

フィールド：高知大学教育学部附属小学校

日 付 ：令和２年９月２日（４Ａ）

フィールド：高知大学教育学部附属小学校

日 付 ：令和２年９月２日・９月９日（４Ｂ）

見た目やにおいの判断は人によって異なるため、正確で

はないといった結果から、透視度計を作り始めました。作

るのにかなり苦戦していましたが、子どもたちは力を合わ

せ、試行錯誤しながら完成させていました。

ろ過について詳しく知るために、高知大学の蒲生啓司教授

に講義していただきました。泥水や水道水、江ノ口川の水な

ど様々な水をろ過しました。水に溶けている汚れをきれいに

するためには、炭が必要で、石や布だけではなく、炭を入れ

たろ過がよいということを知りました。実際に、色がきれい

になった水を見て、子どもたちはびっくりしていました。

江ノ口川で採取した生物を図鑑やパソコンを使って調べ

ました。見た目や特徴から、メダカやハゼの子どもではな

いかと予想を立てていました。メダカやハゼはどこに住ん

でいるのか調べることで、江ノ口川がきれいかどうか判断

しました。

パックテストを使って、原因は何なのか考えました。上

流からのよごれではなく、生活雑排水やごみなどによるも

のだとわかりました。「あの時、鯉にパンをあげたからかも

…」と自分のしたことを振り返る姿も見られました。



フィールド：江ノ口川

日 付 ：令和２年９月３１日（４Ａ）

フィールド：高知大学教育学部附属小学校

日 付 ：令和２年１０月２８日

フィールド：仁淀川流域

日 付 ：令和２年１１月１７日

フィールド：高知大学教育学部附属小学校

日 付 ：令和２年１１月２５日

江ノ口川に行き、住んでいる生き物を捕まえました。み

んなで協力してカニやエビ、小魚、など捕まえ、本やイン

ターネットを使い、生き物の名前や特徴を調べました。

コロナの関係上、全クラスが一緒に総合をすることがで

きず、各クラスで調査を進めていました。調査の方法が違

うため、中間発表として、調べたことやわかったことを発

表することになりました。模造紙や画用紙にまとめ、分か

ったことを共有しました。

 きれいな川と言えば仁淀川。「仁淀川と江ノ口川の水質を

比べたい！」といった子どもたちの考えにより、仁淀川に

水質調査へ行きました。パックテストや透視度計、生物調

査など行い、本当に仁淀川はきれいなのか調べました。

仁淀川に住んでいた生き物や水質調査した結果をもと

に、江ノ口川と比較しました。やはり仁淀川に比べて、江

ノ口川は汚いといったことがわかりました。江ノ口川をき

れいにするために、自分たちができることはないのか、話

し合いました。



フィールド：高知大学教育学部附属小学校

日 付 ：令和３年１月６日～（４Ｂ）

コメント： 

フィールド：高知大学教育学部附属小学校

日 付 ：令和３年１月６日～（４Ｃ）

フィールド：高知大学教育学部附属小学校

日 付 ：令和３年１月６日～（４Ａ）

コメント： 

注）写真は５～６枚程度（枚数が多くなっても、また複数ページになってもかまいません。

江ノ口川の実態を地域の人にも知ってもらい、水質をき

れいにするために協力してほしいといった考えから、動画

を作成することにしました。地域の人や保護者、他学年に

江ノ口川の現状やこれからの課題について伝えるために、

自分たちでパワーポイントを作りました。「どのようなパワ

ーポイントだと見る人に気持ちが伝わるかな？」と班で話

し合いながら完成させていました。

６年生が防災について学習しており、防災の面でも、川

をきれいにしておくことはメリットがあることから、自分

たちの学習成果を発表することで、環境保全を呼びかけま

した。

実際にコケを採取し、川をきれいにする微生物が住んで

いるのか顕微鏡で調べました。顕微鏡で見ることができた

微生物をインターネットや本を使って調べると、ミドリム

シやクロレラ等の微生物だと分かりました。






